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図3 実験装置




前項 3で試作した共鳴器チューナーを 6台サイ ドブラ
ンチ配置でダクトに取付けチューニング実験を行った｡
図 3にその実験装置を示す｡基礎的性質を調べるため低







行った｡HR (Ⅲ)および HR (Ⅴ)(それぞれ 190Hz,
125Hz付近に調整)による透過音の低下が小さい｡そこで,
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図4 共鳴器チューナーによる調整
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